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口腔細菌学の祖,Millerは人の歯垢の細菌をヨー ドで

染色し,1890年の著書で,その ヨー ドで染まる細菌が多

数いることを述べると共に,歯垢中の5大特徴菌の 1つ
として,葉状の菌体内に球状のヨー ド可染性物質を持つ

細菌をJodococcusuaginatusと記載 している｡形態学的

特徴のスケッチだけで,分離あるいは同定のための性状

検査にまでには至 っていなかった｡以来,多 くの研究者

によって分離が試み られてきたが,成功していなかった｡

今回,我々の嫌気性菌に留意 した実験方法によりはじ

めて分離に成功 したOまた別の5大特徴菌の1つ,Bacil-

lusmaximusbuccalisとされていた ヨー ド可染性梓菌の

分離にも成功 した｡我々は, これら2種の細菌 とは異な
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る歯 垢 中 の ヨード可染 性菌 で あ る種々の タ イ プ の

Eubacteriumsaburrle24mを報告しているが,形態,生化

学性状,核酸の GC含量等が異なりDNA相同性 も低い｡

また一部の性状の類似している他の菌種 とも,異なって

いる｡この様に性状の区別が可能になったのでMillerが

記 載 した EJodococcl/tS uaginatus'をJodobacterizml

uaginatum,EBacillusma･imusbztccalis'をJodobacilh,ts

aブイusと命名し,新菌種 として提案 しているoこれ らの2

種は,16SRNA-DNAの PCR産物の制限酵素による分

解パターンでも明瞭に区別できる｡以下に,両菌種の特

徴的性状を記 した｡
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酸素との関係 偏性嫌気性

集落

グラム染色性

菌体の大きさ

ヨ-ド染色性

ヨード可染性物質

膨隆体形成

耐熱性

代謝産物

最終pH
ウレアーゼ

GC含量

SDS-PAGE俊

DNA相同性

R型コロニー

陽性

0.7-0.8Ⅹ1.2-1.5/(m
赤紫色

アミロペクチンあるいはア

(+)

80℃10分,発育(+)

60℃30分,発育(+)

乳酸 31-38mM

酪酸 3-5mM

ギ酸 1-3mM

4.4-4.7

(-)

61%

他菌種と異なる

他菌種との相同性低い

ロース

偏性嫌気性

樹板状のR型コPニ-

陽性

長い連鎖を形成 1Ⅹ5-10iEm
赤紫色

アミロペクチンあるいはアミロース

(+)

80℃10分,発育(-)

60℃30分,発育(+)

アルコール 3-8mM

酢酸 0-6mM

乳酸 0.5-1.7mM

ギ酸 0-2.3mM

5.5-5.7

(+)
45%

他菌種と異なる

他菌種との相同性低い

両菌種とも,運動性,抗酸性,芽胞形成が(-),カタラーゼ,ゲラチソ液化,硝酸塩還元,インドー

ル産生,アルギニンからのアンモニアの産生のいずれも (-)0
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